
(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理する橋梁の老朽化の現状

●中国地方整備局が管理する橋梁は、令和２年４月１日現在４，８６９橋（Ｌ＝２ｍ以
上）であり、高度経済成長期(1955年～1973年)に全体の約３割にあたる約１，７００橋
が建設されています。今後これら橋梁の高齢化が一斉に進むことから、補修・架替え
が必要となることが想定されます。
中国地方整備局における建設後５０年以上を経過した橋梁箇所数の占める割合は、
現在の約３４％から２０年後には約６５％にまで急激に増加します。

架設年次別の橋梁箇所数分布

経過年数別橋梁数（L=2m以上）

建設後50年経過 約1,550橋 約34％

10年後 建設後50年経過 約2,342橋 約51％

20年後 建設後50年経過 約2,986橋 約65％
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建設後50年
未満の橋梁

建設後50年
以上の橋梁

建設後50年
以上の橋梁

建設後50年
未満の橋梁 建設後50年

以上の橋梁

建設後50年
未満の橋梁

1,550橋
約34%3,026橋

約66%

2,342橋
約51%

2,234橋
約49%

2,986橋
約65%1,590橋

約35%

高度経済成長期（１９５５～１９７３年）

※2019年度における管理施設
※建設時期が不明の橋梁293橋は含まない



(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理する橋梁の老朽化の現状

●平成２６～３０年度に点検した橋梁４，８３２施設の約３割について、対策
（措置）が必要な状況となっています。

平成２６～３０年度点検結果

変状の事例

床版ひびわれ 主桁の腐食 剥離・鉄筋露出

計画的対策が
必要 約２２％

早期に対策が
必要 約５％

  Ⅰ：健全

  Ⅱ：予防保全段階

  Ⅲ：早期措置段階

  Ⅳ：緊急措置段階

点検対象施設数：4,832橋



●中国地方整備局が管理するトンネルの数は、令和２年４月１日現在２６８施設
であり、建設後の平均経過年数は約２８年となります。
なお、建設後５０年以上を越えるトンネル施設数の占める割合は、現在の約
２４％が１０年後には約３４％、２０年後には約４２％となり、高齢化が急速に進ん
でいく状況となっています。
また、覆工コンクリートの｢うき｣や｢はく離｣等の変状が確認され、定期点検によ
る確実な現状把握(早期発見)、点検結果に基づく確実な対策(早期補修)が必要
となっています。

建設年度別のトンネル施設数分布

経過年数別トンネル施設数
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建設後50年経過 63施設 約24％

10年後 建設後50年経過 90施設 約34％

20年後 建設後50年経過 111施設 約42％

建設後50年未満
のトンネル

建設後50年以上
のトンネル

建設後50年
以上のトンネル

建設後50年
以上のトンネル建設後50年

未満の橋梁

63施設
約24%

204施設
約76%

90施設
約34%

177施設
約66%

111施設
約42%

156施設
約58%

建設後50年
未満のトンネル

高度経済成長期（１９５５～１９７３年） 新直轄路線建設期

※2019年度における管理施設
※建設時期が不明の1施設は含まない

(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理するトンネルの老朽化の現状



(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理するトンネルの老朽化の現状

●平成２６～３０年度に点検したトンネル２６５施設の約８割について対策(措置)が
必要な状況となっています。

平成２６～３０年度点検結果

横断目地部に
閉合するひび割れ

ひび割れ
沿いのうき

漏水による
路面の滞水

計画的対策が
必要 約４９％

早期に対策が
必要 約３１％

  Ⅰ：健全

  Ⅱb：予防保全段階（監視）

  Ⅱa：予防保全段階
　　（重点的監視、計画的対策）
  Ⅲ：早期措置段階

  Ⅳ：緊急措置段階

点検対象施設数：265施設

変状の事例



(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理するシェッド、大型カルバートの老朽化の現状

●中国地方整備局が管理するシェッド、大型カルバートの数は、令和２年４月１
日現在３００施設であり、建設後の平均経過年数はシェッドで約３０年、大型カル
バートで約２１年となります。
なお、建設後５０年以上を越える施設数の占める割合は、現在の約４％が１０
年後には約１５％、２０年後には約３１％となり、高齢化が進んでいく状況となっ
ています。
また、コンクリートの｢うき｣や｢はく離｣等の変状が確認され、定期点検による確
実な現状把握(早期発見)、点検結果に基づく確実な対策(早期補修)が必要と
なっています。

建設年度別のシェッド、大型カルバート施設数分布

施設事例写真

施
設
数
累
計

施
設
数

建設後50年経過 9施設 約4％

10年後 建設後50年経過 36施設 約15％

20年後 建設後50年経過 77施設 約31％

※2019年度における管理施設
※建設時期が不明の55施設は含まない



(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理するシェッド、大型カルバートの老朽化の現状

●平成２６～３０年度に点検したシェッド２９施設の約５割について対策(措置)が必
要な状況となっています。

平成２６～３０年度点検結果

変状の事例

支柱部のうき

はく離(鉄筋露出)

横梁部のうき
はく離（鉄筋露出）

計画的対策が
必要 約３１％

早期に対策が
必要 約１７％

  Ⅰ：健全

  Ⅱ：予防保全段階

  Ⅲ：早期措置段階

  Ⅳ：緊急措置段階

点検対象施設数：29施設

Ⅲ 5施設
17.24%

Ⅱ 9施設
31.03%

Ⅰ 15施設
51.72%



(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理するシェッド、大型カルバートの老朽化の現状

●平成２６～３０年度に点検した大型カルバート２６９施設の約１割について対策
(措置)が必要な状況となっています。

平成２６～３０年度点検結果

頂版部のひび割れ
漏水

側壁部のうき
はく離（鉄筋露出）

計画的対策が
必要 約１２％ 早期に対策が

必要 約１％

  Ⅰ：健全

  Ⅱ：予防保全段階

  Ⅲ：早期措置段階

  Ⅳ：緊急措置段階

点検対象施設数：269施設

変状の事例

Ⅲ 2施設
0.74%Ⅱ 33施設

12.27%

Ⅰ 234施設
86.99%



(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理する横断歩道橋の老朽化の現状

●中国地方整備局が管理する横断歩道橋の数は、令和２年４月１日現在２３３
施設であり、建設後の平均経過年数は約４２年となります。
なお、建設後５０年を越える施設数の占める割合は、現在の約４３％が、１０年
後には約６９％、２０年後には約８０％となり、高齢化が急速に進んでいく状況と
なっています。
また、鋼部材の｢塗装の劣化｣や｢腐食｣等の変状が確認され、定期点検による
確実な現状把握(早期発見)、点検結果に基づく確実な対策(早期補修)が必要と
なっています。

施設事例写真

建設年度別の横断歩道橋施設数分布
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建設後50年経過 99施設 約43％

10年後 建設後50年経過 161施設 約69％

20年後 建設後50年経過 186施設 約80％

※2019年度における管理施設



●平成２６～３０年度に点検した横断歩道橋２３２施設の約５割について対策(措
置)が必要な状況となっています。

平成２６～３０年度点検結果

変状の事例

主桁部の腐食
(防食機能の劣化)

床版部（デッキプレート）
の腐食

  Ⅰ：健全

  Ⅱ：予防保全段階

  Ⅲ：早期措置段階

  Ⅳ：緊急措置段階

計画的対策が
必要 約３７％

早期に対策が
必要 約１６％

点検対象施設数：232施設

(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理する横断歩道橋の老朽化の現状

Ⅲ 36施設
15.5%

Ⅱ 84施設
36.2%

Ⅰ 112施設
48.3%



(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理する門型標識等の老朽化の現状

●中国地方整備局が管理する門型標識等の数は、令和２年４月１日現在３４０
施設であり、建設後の平均経過年数は約２２年となります。
なお、建設後５０年以上を越える施設は無いが、１０年後には約８％、２０年後
には約３１％となり、高齢化が進んでいく状況となっています。
また、鋼部材の｢塗装の劣化｣や｢腐食｣等の変状が確認され、定期点検による
確実な現状把握(早期発見)、点検結果に基づく確実な対策(早期補修)が必要と
なっています。

施設事例写真

建設年度別の門型標識等施設数分布
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10年後 建設後50年経過 19施設 約8％

20年後 建設後50年経過 74施設 約31％

※2019年度における管理施設
※建設時期が不明の101施設は含まない



(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理する門型標識等の老朽化の現状

●平成２６～３０年度に点検した門型標識等３４０施設の約１割について対策(措
置)が必要な状況となっています。

平成２６～３０年度点検結果

横梁継ぎ手部の腐食
(防食機能の劣化) 支柱基部の腐食

監視が必要
約６８％

早期に対策が
必要 約９％

点検対象施設数：340施設

変状の事例

Ⅲ 32施設
9.4%

Ⅱ 231施設
67.9%

Ⅰ 77施設
22.6%


